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白川研究室

人文社会科学系 准教授

白川  展之  SHIRAKAWA Nobuyuki http://www.eng.
niigata-u.ac.jp/~emgt/

未来洞察・フォーサイトに基づく中・長期計画の策定と評価
～技術予測・計画、研究評価など技術経営論研究～

●キーワード● 中期経営計画、技術予測、ロードマップ、科学技術政策、評価

　未来洞察とは、組織が将来を予期し対処する組織能
力を構築するための活動です。技術予測やフォーサイ
ト、ロードマップ、シナリオといったものがその例で
す。未来洞察の方法論は、企業における中期経営計画
や行政における長期計画など、幅広い分野の計画立案
や評価を行う実務で自然に使われ、日本では科学研究
の対象とはみなされてはいません。
　ただ世界では、経営コンサルティングを中心に行政
計画や評価とも関連し、学術的な研究とともに世界で
こうした未来を切り開くことを志向する人々のネッ
トワークがあります。先進国及び発展途上国を問わず
能力構築、人材開発が進められ、組織や国などがリー
ダシップを発揮する上で、重要な資質です。
　未来洞察では、目的に応じて、シュミュレーション
など自然科学の方法論から、論文分析などのデータ分
析、さらにSF小説のような人文科学まで活用されま
す。このように、未来洞察とは経営学のイノベーショ
ン論、マーケティング、技術経営論やデザイン学、公共
政策政策科学の評価論、科学技術政策など、さまざま
分野の研究者・実務者が関わり合う学際融合の研究領
域です。

科学技術予測調査手法に関する数理的分析:デルファイ調査及びリアルタイム・デルファイ法に関する
エージェントシミュレーション 
白川 展之, 小柴 等　研究 技術 計画 33(2) 170-183 2018年

アピールポイント

研究の目的、概要、期待される効果

つながりたい分野(産業界、自治体等)

　国の試験研究機関や国立研究開発法人で、技術予
測、技術ロードマップなど、技術戦略の策定やそのた
めの調査体制の仕組みづくりなど、技術経営の実務
経験が豊富な実務家教員です。

・企業組織において、中期経営計画、経営企画と科学
技術、更には社会のイノベーションを結びつける新
サービス。事業企画に悩む民間企業及び公的機関・法
人等との連携を希望します。

関連する知的財産
論文 等

専門分野 経営学、技術経営論、イノベーション論、社会システム工学、政策科学

　このため、当研究室では、分析の方法論も、情報学的
な分析から、社会科学の方法論も取り込みながら、学
際的なアプローチにより研究をすすめています。ま
た、対象も企業経営のみならず公共経営及び公共政策
も含めた組織とイノベーションのためのエコシステ
ム全体を視野に入れて研究活動をしています。
　未来洞察の中からは、シナリオ分析により、不確実
な将来の振れ幅を予期することで、企業の経営課題に
事前に対処したりすることができます。
　この有名な事例が、オイルショックを事前に予期し
ていた多国籍企業の石油会社ロイヤルダッチシェル
です。同社はその後もシナリオ分析を継続し、石油会
社でありながらいち早く再生可能エネルギーに大規
模な投資を行うなど経営上の先手を打ってきました。
　一方、行政においては、多様なステークホルダーを
政策形成過程に包摂することで、合意しにくい内容の
事象であっても、未来を起点に問題解決を共有して考
えるプロセスを経ることを通じ、利害対立を乗り越
え、未来を共創していく、ガバナンス上の利害調整効
果があります。

左上/銅合金の溶解　　右/鉱物と鋳造した造形物を組み合わせた作品
左下/鋳型に溶けた金属を流し込む様子

作品の鉱物（結晶片岩）産出地　奈良県吉野郡東吉野村三尾鉱山跡

三村研究室

自然科学系 准教授

三村  友子  MIMURA Tomoko https://mmrtmmk.com/

フィールドワークと芸術表現

●キーワード● 芸術表現、フィールドワーク、素材と技法、鋳金、写真

　空想の生き物や人の心のはたらき、アニミズムを題材
として「自分を自分たらしめるものは何か」というテー
マのもと、鋳金という金属加工の技法を用いて作品制
作・芸術表現の研究を行っています。目に見えないモ
チーフを視覚や触覚で知覚できる形に表現するために、
金属や顔料などの素材を組み合わせ、素材や表現技法が
作品及び鑑賞者にもたらす効果を研究しています。
　近年は作品の材料となる銅の産出地を取材した体験
をもとに、銅と銅を含む鉱物を組み合わせた造形物と写
真を1組にした作品を制作するなど、フィールドワーク
を通して、特定の場所から得られる体験や思考を作品の
テーマや造形、表現手法、展示空間に反映させる試みを
行っています。
　芸術表現は個人的なものであるとともに、鑑賞や体験
を通して人々に感情の動きや思考、それに伴う行動の変
化を引き起こすことのできるものでもあります。作品制
作や、ワークショップ・アートプロジェクトを通して、地
域社会や人々の多様な心の動きと思考を促す機会を
作っていきます。

river-自然銅を含む鉱物と、鋳造による造形物、鉱物の産出地の記録写真による作品-：環境芸術学会誌(22),
33 2019.

アピールポイント

研究の目的、概要、期待される効果

つながりたい分野(産業界、自治体等)

　 「すぐ役に立つ」問題解決型の研究ではありませ
んが、芸術表現は人や地域社会にゆるやかにアプ
ローチできる分野だと考えています。

・アートプロジェクトや芸術祭、ワークショップ等に
よる地域振興に取り組んでいる自治体など

関連する知的財産
論文 等

専門分野 立体造形、工芸(鋳金)、環境芸術

※お問い合わせは新潟大学社会連携推進機構ワンストップカウンターまで onestop@adm.niigata-u.ac.jp※お問い合わせは新潟大学社会連携推進機構ワンストップカウンターまで onestop@adm.niigata-u.ac.jp 8-98-8


